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研究成果の概要（和文）： 英国をモデルとして児童養護施設を定期訪問する「訪問アドボカシー」を２年間試
行的に行った。アドボケイトを利用した子ども19名,職員7名にインタビュー調査を行い,事前ニーズ調査との比
較から実践を踏まえた意義・課題を明示した。
 職員の多忙さ等を背景に,子ども・職員双方が個別面談を高く評価した。面談で子どもが不満を話すことで落ち
着き、自分から話すようになったといった【子どもに肯定的変化があった】。職員は「後回し」になっていた子
どもの思いを聴こうと【職員の権利意識が向上した】。一方,子どもは訪問の【時間不足】を、職員は秘密保持
等の【アドボケイトの原則への不満】【役割の分かりにくさ】が今後の課題とした。

研究成果の概要（英文）： We are conducting action research of advocates visiting a Japanese 
children’s home based on practices from the UK. This paper is the result of personal interviews 
with 19 children and seven staff members of the home who communicated with us regarding advocacy 
trial practices.
　The children and staff mentioned that the individual interviews were positive. As the children 
were able to discuss their dissatisfaction with the home and schools, they could calm down and 
express their own dissatisfaction, staff could listen to children more than they previously could, 
and they have obtained 【an awareness of rights】.Children mentioned the 【shortage of the 
individual interviews】 as a barrier. Staff mentioned 【doubt regarding the advocates’ roles】
【hard to understand roles】because advocates have principles(ex: confidentiality). 

研究分野：子どもアドボカシー　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
施設訪問アドボカシー実践をアクションリサーチにより、約２年間NPOと共同で実施することができた。実践に
おける影響を調べるため、子どもや職員の個別インタビュー、グループインタビューを実施。これらの成果を査
読論文及び3冊の本にまとめることができた。また本アクションリサーチがNHKなどテレビや新聞などで取り上げ
られ、一般の方にも情報を発信できたと考える。また厚生労働省の子ども権利擁護ワーキングで発表等、複数の
発表の機会を得たことで、アドボケイト制度（児童福祉法改正等）の実現化に寄与できたのではないかと考え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
平成 12 年の社会福祉基礎構造改革によって、成人の施設と同様に児童福祉施設にも苦情解決
受付担当・責任者・第三者委員を任命することとなった。さらに、児童養護施設など社会的養護
の施設は被措置児童等虐待ガイドラインの策定など、権利擁護への対応が求められている。しか
し、これらは施設内の内部アドボカシーのシステムであるため、独立性が十分でないことや子ど
もからアクセスしにくいという限界がある。そのため施設でのケアに関する懸念や苦情を入所
児童が相談するのは困難であると言われている。まず、「子ども」であるため言語的・手段的に
伝達困難ということと共に、保護者ではない職員に「世話になっているという意識」がある（山
田 2005）。平成 25 年度の児童福祉施設内虐待の通告受理件数は 288 件で過去最多（厚生労働省
2014）となったが、子ども自身からの通告は３割と少ないのが現状である（厚生労働省 2014）。 
加えて、施設入所理由の大半が保護者による虐待や育児困難であることから、保護者に代弁者の
役割を期待しにくいという特徴もある（伊藤 2010）。普段は職員に要望を伝えられる子どもであ
っても、施設内虐待を通告する場合には、職員とは別の、子ども側に立つ代弁機関が必要となる。
許斐（1991）は日本に子ども側に立つ外部の代弁機能の不在を当時から指摘していた。また、近
年児童養護施設の小規模化が推進されているが、小規模化は「閉鎖的あるいは独善的なかかわり
になる危険性」（厚生労働省：2012）があり、外部からの介入が一層求められている。 
国連児童の権利条約で定められた意見表明権の保障、ならびに平成 29 年４月施行の改正児童
福祉法に新たに規定される「児童の意見尊重」という観点からも、今こそ子どもたちが意見を伝
え、相談しやすい新たな権利擁護のシステムが求められている。 
 
これまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯 
私たちはイギリスの施設訪問アドボカシーをモデルにして、日本におけるアウトリーチ型権
利擁護の導入・制度化が児童養護施設入所児童の権利擁護として有効であることを検証する研
究を展開させてきた。イギリスの子どもアドボカシーサービス（Children's Advocacy Service
以下 CAS）は、施設内虐待について沈黙を強いられた入所児童の調査報告（Waterhouse 2000）
の反省から 2002 年に法制化した制度である。CAS は、子どもにより身近になるよう定期訪問（週
１回）を行う施設訪問アドボカシーを実施している。私たちは CAS の研究のため、平成 21 年 9
月～22 年８月及び平成 23 年２月にイギリスの子どもアドボカシーの団体 27 カ所にインタビュ
ーを実施し、その実践方法・契約などの基盤整備について明らかにしてきた（栄留：2015）（堀・
栄留ら：2009・2011）。平成 23 年に CAS 研究者及び実践者の招聘を契機に、日本の研究者らと共
同研究し、日本での CAS の可能性を検討してきた（栄留ら：2013）。平成 25 年以降、日本で施設
訪問アドボカシーを導入する上でどのようなニーズ・懸念があるのか明らかにするために、児童
養護施設 19カ所の職員 23名及び施設 3カ所に入所中の児童 25 名を対象に質的調査（挑戦的萌
芽研究）を実施した（栄留ら：2016）。その結果、ニーズとして子どもの意見表明権が子どもや
施設職員に浸透し、支援の質の変容の契機となると同時に、子どもへの不適切な関わりを予防で
きることが期待されていた。懸念として、アドボケイトのスーパービジョン体制確立の必要性、
アドボケイトの守秘や子ども中心の活動に対する疑問が出された。これらの調査結果をふまえ
て、アウトリーチ型権利擁護のモデル案を作成した。 
本研究は、このモデル案を試行的に実践し、アクションリサーチによって、具体的な実践方法
及び基盤整備を明らかにするものである。そして、これらの結果をマニュアル化し、その普及に
向けた体制整備へと発展させるものとして、本研究課題は位置づけられる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は児童養護施設、アドボケイト派遣機関、研究者との協働により、施設訪問アドボカシ
ーを試行的に実施し、その具体的な方法及び基盤整備の在り方をアクションリサーチによって
明らかにすることが目的である。本研究によって、児童養護施設のみならず児童福祉施設全般に
おけるアウトリーチ型権利擁護システムの創出を促す波及効果が期待される。 
 
 
３．研究の方法 
アウトリーチ型権利擁護の開発を目的とするアクションリサーチの全体像を下図に示した。
ミクロレベルのアクションリサーチによって実践方法を提示し、メゾレベルのアクションリサ
ーチによって基盤整備に向けた仕組みについて提言を行う。 
 



 
アクションリサーチの実施方法 
施設訪問し子どもの意見表明権を支える「アドボケイト」の試行実践を NPO と協働で行った。
年間通じて、週 1回～月２回・2～3時間、2名のアドボケイト（研究協力者）が訪問し、入所児
童のアドボカシー実践に取り組んだ。実践内容はエピソード記述で記入している。具体的には、
施設職員との連絡調整によってアドボケイトが施設を訪問し、(1)遊びやコミュニケーションに
よるラポール形成、(2)入所児童の意見／思いの傾聴、(3)意見表明支援、(4)代弁／調整を行っ
た。併行して、研究者とアドボケイトによる事例検討会（毎月 1回）によってスーパービジョン
を実施した。これらの訪問アドボカシーにかかわる実践内容を評価し、修正を加えるための研究
会（毎月 1回）を開催した。研究者・施設長・アドボカシー推進員・派遣団体代表者・アドボケ
イトから構成されるシステム検討会（年３回程度）において、虐待防止を含めた権利擁護の促進
状況の評価、ケアの改善課題の検討と対処方法の提案、研究活動の評価を行った。子どもから訪
問アドボカシーについて意見をもらい改善するための子ども委員会も複数回開催した。 
 
４．研究成果 
上記のように英国をモデルとして児童養護施設を定期訪問する「訪問アドボカシー」を２年間
試行的に行った。アドボケイトを利用した子ども 19名,職員 7名にインタビュー調査を行い,事
前ニーズ調査との比較から実践を踏まえた意義・課題を明示した。 
 職員の多忙さ等を背景に,子ども・職員双方が個別面談を高く評価した。面談で子どもが不満を
話すことで落ち着き、自分から話すようになったといった【子どもに肯定的変化があった】。職
員は「後回し」になっていた子どもの思いを聴こうと【職員の権利意識が向上した】。一方,子ど
もは訪問の【時間不足】を、職員は秘密保持等の【アドボケイトの原則への不満】【役割の分か
りにくさ】が今後の課題とした。 
 これまでのアクションリサーチ及び実践のエピソード記述を報告書にまとめ、実施マニュア
ルとして 2021 年『アドボカシーってなに？施設訪問アドボカシーのはじめかた』（解放出版）を
共著（栄留 里美, 鳥海 直美, 堀 正嗣, 吉池 毅志 ）で出版した。一般向けに『子どもアドボ
カシーと当事者参画のモヤモヤとこれから──子どもの「声」を大切にする社会ってどんなこ
と? 』（栄留里美・長瀬正子・永野咲）でも紹介している． 
 2022 年には『施設訪問アドボカシーの理論と実践――児童養護施設・障害児施設・障害者施設
におけるアクションリサーチ』という本を共著で出版（著者：栄留 里美, 鳥海 直美, 堀 正嗣 , 
吉池 毅志）。「施設訪問アドボカシー」を、児童養護施設・障害児施設・障害者施設で実践した
経験をもとに分析し、理論化を図った。 
加えて、各地の講演・日本子ども虐待防止学会等の学会・イタリアのミラノカトリック大学で
の報告、公開報告会の開催等発信を行った。また本アクションリサーチが NHK などテレビや新聞
などで取り上げられ、一般の方にも情報を発信できた。また厚生労働省の子ども権利擁護ワーキ
ングで発表。本研究の影響もあって複数の地域でアドボケイト実践が開始し、本研究が協働で作
成したマニュアルを活用いただいている。そのことからも、本研究が研究で終わらず現場に寄与
できたのではないかと考える。 
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